
インテル® EMAがリモート管理を効率化
街ナカのデジタルサイネージを
手間いらずで運用

導入事例 Intel vPro®プラットフォーム

福井県鯖江市では、市民の憩いの場に大型のデジタルサイネージを設置する実証実験を開始した。
そこではIntel vPro® プラットフォームと最新リモート技術のインテル® EMAが活躍している。

鯖江市役所
世界的に眼鏡の生産地として名高い福井県鯖江市
は、IT活用の取り組みを多角的に進めている。そ
の鯖江市では、Intel  vPro® プラットフォームの最
新技術を活用して、街ナカなど市役所から離れた
場所のデジタルサイネージを制御し、市の情報発
信の新しい形の模索を始めたところだ。

地域のコミュニティー広場である鯖江市の「らてんぽ」。この場所でデジタルサイネージが市民に有益な情報を届けている

どの際に電源ケーブルが抜かれ、再度接
続されないままになってしまい、遠隔管
理ができない状況が発生しました。
　「遠隔管理できるといっても、電源が
抜かれていては対応できません。いろん
な人が触れる可能性がある街ナカのデ
ジタルサイネージでは、電源ケーブルの
抜き差しといったところから考えなけれ
ばならない。そんな運用上のヒントをも
らったと考えています」と牧田氏は話して

ニター「C5518QT」を、河和田地区の古
民家を改修した地域情報発信拠点
「COTOBA」にDellの43型マルチクラ
イアント4Kモニター「P4317Q」を設置し
ました。いずれもIntel vPro® プラットフ
ォームを搭載したDellの小型パソコン
「OptiPlex 7070」がセットになったもの
で、デジタルサイネージとしてコンテンツ
を表示させることができます。インテル® 
EMA とPIT-PowerControllerによる制
御で遠隔管理の電源オン・オフやコンテ
ンツの更新作業ができ、ほとんど作業の
負荷をかけずにデジタルサイネージの管
理を実現できることが確認できました。
　デジタルサイネージで発信するコンテ
ンツとしては、2種類を用意しました。1
つが、眼鏡や漆器などの産業や、四季の
移ろいや西山動物園のレッサーパンダと

いった鯖江市の見どころ紹介、鯖江の歌
などを集めた動画コンテンツ。もう1つが
市の広報誌を静止画でページをめくりな
がら紹介するコンテンツです。
　らてんぽではコミュニティー・スペー
ス内にデジタルサイネージを置いている
ことから、歌などの音楽が流れるコンテ
ンツを繰り返し再生すると邪魔に感じら
れるケースがあることも分かってきまし
た。実証実験では市の広報誌にコンテン
ツを変えることで、音の課題に対応して
います。一方で、商店街の屋外やバス停な
どに設置するならば、音楽や観光向けコ
ンテンツが適している可能性もあります。
　牧田氏は、「デジタルサイネージの可能
性に対して、管理の煩わしさを回避する
手段として、実証実験のシステムは 90
点の出来栄えだと感じています。残り10

たため、現地まで足を運んで電源をオ
ン・オフする必要はなくなりますが、誰
かが毎日定刻に電源を遠隔操作する必
要は残ります。
　そこでもう1つのツールを組み合わせ
て、タイマーによる電源オン・オフを実現
しました。ここで採用したのがNECキャピ
タルソリューション株式会社の管理ツール
「PIT-PowerController for EMA 」（以
下 PIT-PowerController）です。PIT-
PowerControllerのタイマー機能を使っ
てインテル® EMAを制御することで、月
曜日から金曜日は9時にデジタルサイ
ネージの電源をオンにして、18時に電源
をオフにし、土曜日はオフの時間を12時
に、日曜日は起動しないといった遠隔管
理が自動的にできるようになったのです。
　Intel vPro® プラットフォームを核にし
ながら、3つのツールを組み合わせて実
現したのが今回のデジタルサイネージの
遠隔管理です。この仕組みを用いること
で、デジタルサイネージの管理に限らず
Intel vPro® プラットフォームを採用して
いればパソコンやATM、POS 端末など
多様なデバイスの遠隔管理が可能になり
ます。

　実証実験では、鯖江市中心部の商店街
にあるコミュニティー・スペース「らてん
ぽ」にDellの55型のマルチタッチ4Kモ

　課題を解決するにはどうしたらいいで
しょうか。これについて、1つの方策が見
つかりました。
　これまでに鯖江市の情報統計課では、
インテルの企業向けパソコンの運用管理
技術である「Intel vPro® プラットフォー
ム」と会議室テクノロジー「Intel Unite® 
ソリューション」を活用した、部課内ペー
パーレス会議の取り組みを行ってきまし
た。Dellの55インチ大型ディスプレイを
利用し、無線LAN経由でディスプレイに
パソコン画面を表示させることで、資料
を印刷せずに打ち合わせができるもの
です。
　ペーパーレス会議の取り組みで導入し
た Intel vPro® プラットフォームには、運
用管理技術として遠隔のパソコンの運用
管理やサポートを実現する「インテル ® 
アクティブ・マネジメント・テクノロジー
（インテル ® AMT）」が含まれています。
インテル® AMTを使うと、パソコンのオ
ン・オフやリモート操作などが可能にな
るのです。この機能を活用すれば、商店
街などに設置したデジタルサイネージを
市役所から適切に制御できるのではな
いか、そうした発想が生まれました。
　牧田氏はペーパーレス会議などのソ
リューションでも連携してきたインテル
とDellに相談し、デジタルサイネージの
実証実験を行うことにしました。こうして
2019年10月に機材を用意し、11月から
実証実験をスタート。牧田氏がデジタル
サイネージ導入に向けて課題と感じてい
た、電源のオン・オフとコンテンツの更
新の手間を、最新技術の導入でどの程度
まで省けるかを検証するものです。

　市役所から商店街など外部に設置し
たデジタルサイネージの遠隔管理を実現
するのは、インテルの最新技術を使って
も実はそう簡単なことではありませんで
した。
　インテル® AMTは、電源が落ちている
Intel vPro® プラットフォーム搭載パソ

コンを起動するなどの遠隔管理が可能
です。しかしこれは企業や団体など組織
内のコンピューター・ネットワーク上に
存在し、使用中の IPアドレスを確認する
ことができるパソコンに対してのみ利用
可能でした。一方で、組織外のインター
ネットに接続されていて、使用中のIP ア
ドレスを確認することが難しいパソコン
に対しては適用できないという課題があ
りました。
　そうしたインターネット経由の遠隔管理
を実現するためのツールとして、インテル
は 2019 年11月に「インテル® エンドポ
イント・マネジメント・アシスタント（イ
ンテル ® EMA）」をリリースしました。ク
ラウドベースのシステムで、ファイアウォ
ールの外にあるデバイスの管理を可能に
するものです。インテル® EMA を使うこ
とで、管理対象となるパソコンは電源が
落ちている状態でも一定時間ごとに使用
中の IP アドレスを使って管理サーバーに
アクセスし、インテル® AMTの仕組みを
使った遠隔管理を可能にします。
　クラウドベースのシステムゆえ、管理者
がどこにいてもウェブブラウザーを利用
できれば、遠隔地にあるパソコンの状態
の確認、電源のオン・オフ、コンテンツの
投入などが可能です。一方、インテル ® 
EMAには曜日や祝祭日などのカレンダー
に基づいて、パソコンの起動時間やシャッ
トダウン時間を細かく制御できるスケ
ジューラー機能が実装されていなかっ

点は我々がコンテンツをどのように整備
していくかです。多くのデジタルサイネー
ジを商店街に配置することが現実のこと
となったとき、どのようなコンテンツを提
供すると効果的か、これからさまざまな
形で検証していく必要があります」と分
析します。
　コミュニティー・スペースなどにデジ
タルサイネージを設置してみて、運用上
の課題として浮かび上がってきたことも
あります。それが電源の管理です。デジタ
ルサイネージとして動作している小型パ
ソコンは、Intel vPro® プラットフォーム
の仕組みで遠隔管理ができるのですが、
そのためにはパソコンに電源が接続さ
れ、ネットワークが利用可能な状態にな
っている必要があります。今回の実証実
験期間中には施設の清掃や模様替えな

くれました。
　デジタルサイネージの取り組みが具体
的な話題になったのは2019年7月ごろ。
仕組みを整えて、11月には実証が始めら
れました。「数カ月で実際に動く姿を見せ
てもらいました。安心・便利・経済的な
仕組みができたことを踏まえると、我々も
コンテンツをどのように整備していくかに
より集中することができます」（牧田氏）。
　らてんぽでは学生団体の会合が開か

れることもあり、今後は大画面のマルチ
タッチ・ディスプレイとしてパソコンの
画面を表示したり、Intel Unite® ソリュ
ーションを併用してケーブルレスのディス
プレイとして使ったりすることも視野に
入れています。
　Intel vPro® プラットフォームと Dell
のパソコン、ディスプレイが、「ITのまち 
さばえ」のコンテンツ活用をまた一歩、先
に進めることにつながっていくようです。

　「10年以上も前から、現在のデジタル
サイネージのように多くの場所でさまざ
まな情報を手軽に見られるコンテンツの
デジタル配信が、市政の現場でもいずれ
一般的になるだろうと感じていました」。
こう語るのは、「めがねのまち さばえ」で
有名な鯖江市で政策経営部情報統計課 
情報政策監を務める牧田泰一氏です。デ
ジタルサイネージによるコンテンツの提

デジタルサイネージの活用に期待も
市で運用する手間に大きな課題

供は当時の国のデジタル化構想などでも
目にすることが多く、将来の姿として印
象に残っていたと言います。
　同じく10年以上前に鯖江市では、ITを
活用したコンテンツ提供の取り組みを
行ったことがありました。市の中心にあ
る西山公園を舞台に、掲出したQRコー
ドを当時の携帯電話機で読み取ること
で、ウェブサイトに記載した情報に誘導
するというものです。こうしたコンテンツ
提供の姿の先に、デジタルサイネージが
あることを直感していたのです。
　その後、市庁舎の入口に大型のディス
プレイを導入し、来庁者への情報提供を
開始。しかしそこで牧田氏が感じたのは、
利便性を上回る管理の大変さでした。
「機器が高額だったことだけでなく、毎日
の電源のオン・オフの作業の手間や、表
示させるデータをアップロードする操作
の難しさなどがあります。ディスプレイ
は現在も使ってはいますが、市内の多く
の場所で利用できるような段階にはない

と感じています」。
　デジタルサイネージの形で、市内の複
数拠点にディスプレイ装置を設置し、多
彩なコンテンツを掲出しようとすると、
運用の容易さが求められます。市役所は
人員的に余裕があるわけではありません
し、本格的な運用を始めたときには情報
統計課の手元を離れてそれぞれの担当
課の負担にならない平易な操作が必要
です。
　「複数のデジタルサイネージを商店街な
どに設置できれば、観光から住民への情
報提供まで多様な効果が得られる可能性
は高く感じています。まず解決すべき課
題は、遠隔地から容易にコントロールでき
ることでしょう。現地に赴かなくても電
源のオン・オフが可能で、必要に応じて
コンテンツを遠隔操作で更新できるよう
になれば、と考えていました」（牧田氏）。

遠隔操作できるデジタルサイネージ
2019年11月に実証実験を開始
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の課題として浮かび上がってきたことも
あります。それが電源の管理です。デジタ
ルサイネージとして動作している小型パ
ソコンは、Intel vPro® プラットフォーム
の仕組みで遠隔管理ができるのですが、
そのためにはパソコンに電源が接続さ
れ、ネットワークが利用可能な状態にな
っている必要があります。今回の実証実
験期間中には施設の清掃や模様替えな

くれました。
　デジタルサイネージの取り組みが具体
的な話題になったのは2019年7月ごろ。
仕組みを整えて、11月には実証が始めら
れました。「数カ月で実際に動く姿を見せ
てもらいました。安心・便利・経済的な
仕組みができたことを踏まえると、我々も
コンテンツをどのように整備していくかに
より集中することができます」（牧田氏）。
　らてんぽでは学生団体の会合が開か

れることもあり、今後は大画面のマルチ
タッチ・ディスプレイとしてパソコンの
画面を表示したり、Intel Unite® ソリュ
ーションを併用してケーブルレスのディス
プレイとして使ったりすることも視野に
入れています。
　Intel vPro® プラットフォームと Dell
のパソコン、ディスプレイが、「ITのまち 
さばえ」のコンテンツ活用をまた一歩、先
に進めることにつながっていくようです。

　「10年以上も前から、現在のデジタル
サイネージのように多くの場所でさまざ
まな情報を手軽に見られるコンテンツの
デジタル配信が、市政の現場でもいずれ
一般的になるだろうと感じていました」。
こう語るのは、「めがねのまち さばえ」で
有名な鯖江市で政策経営部情報統計課 
情報政策監を務める牧田泰一氏です。デ
ジタルサイネージによるコンテンツの提

供は当時の国のデジタル化構想などでも
目にすることが多く、将来の姿として印
象に残っていたと言います。
　同じく10年以上前に鯖江市では、ITを
活用したコンテンツ提供の取り組みを
行ったことがありました。市の中心にあ
る西山公園を舞台に、掲出したQRコー
ドを当時の携帯電話機で読み取ること
で、ウェブサイトに記載した情報に誘導
するというものです。こうしたコンテンツ
提供の姿の先に、デジタルサイネージが
あることを直感していたのです。
　その後、市庁舎の入口に大型のディス
プレイを導入し、来庁者への情報提供を
開始。しかしそこで牧田氏が感じたのは、
利便性を上回る管理の大変さでした。
「機器が高額だったことだけでなく、毎日
の電源のオン・オフの作業の手間や、表
示させるデータをアップロードする操作
の難しさなどがあります。ディスプレイ
は現在も使ってはいますが、市内の多く
の場所で利用できるような段階にはない

と感じています」。
　デジタルサイネージの形で、市内の複
数拠点にディスプレイ装置を設置し、多
彩なコンテンツを掲出しようとすると、
運用の容易さが求められます。市役所は
人員的に余裕があるわけではありません
し、本格的な運用を始めたときには情報
統計課の手元を離れてそれぞれの担当
課の負担にならない平易な操作が必要
です。
　「複数のデジタルサイネージを商店街な
どに設置できれば、観光から住民への情
報提供まで多様な効果が得られる可能性
は高く感じています。まず解決すべき課
題は、遠隔地から容易にコントロールでき
ることでしょう。現地に赴かなくても電
源のオン・オフが可能で、必要に応じて
コンテンツを遠隔操作で更新できるよう
になれば、と考えていました」（牧田氏）。



●各グループごとに週単位（日～土曜）
で電源オン・オフのスケジュールを設定、
祝日などの例外日も設定可能
●Intel vPro® プラットフォームの電源管
理機能を使用して、インテル® EMAサーバー
経由で指定したグループに所属するPCの
電源オン・オフを実現

PIT-PowerController for EMAを操作する牧田氏 らてんぽに設置されたDellの55型のマルチタッチ4Kモニター「C5518QT」と
超小型デスクトップ「OptiPlex 7070 マイクロ」

牧田泰一氏

PIT-PowerController for EMAの概要 
どの際に電源ケーブルが抜かれ、再度接
続されないままになってしまい、遠隔管
理ができない状況が発生しました。
　「遠隔管理できるといっても、電源が
抜かれていては対応できません。いろん
な人が触れる可能性がある街ナカのデ
ジタルサイネージでは、電源ケーブルの
抜き差しといったところから考えなけれ
ばならない。そんな運用上のヒントをも
らったと考えています」と牧田氏は話して

ニター「C5518QT」を、河和田地区の古
民家を改修した地域情報発信拠点
「COTOBA」にDellの43型マルチクラ
イアント4Kモニター「P4317Q」を設置し
ました。いずれもIntel vPro® プラットフ
ォームを搭載したDellの小型パソコン
「OptiPlex 7070」がセットになったもの
で、デジタルサイネージとしてコンテンツ
を表示させることができます。インテル® 
EMA とPIT-PowerControllerによる制
御で遠隔管理の電源オン・オフやコンテ
ンツの更新作業ができ、ほとんど作業の
負荷をかけずにデジタルサイネージの管
理を実現できることが確認できました。
　デジタルサイネージで発信するコンテ
ンツとしては、2種類を用意しました。1
つが、眼鏡や漆器などの産業や、四季の
移ろいや西山動物園のレッサーパンダと

いった鯖江市の見どころ紹介、鯖江の歌
などを集めた動画コンテンツ。もう1つが
市の広報誌を静止画でページをめくりな
がら紹介するコンテンツです。
　らてんぽではコミュニティー・スペー
ス内にデジタルサイネージを置いている
ことから、歌などの音楽が流れるコンテ
ンツを繰り返し再生すると邪魔に感じら
れるケースがあることも分かってきまし
た。実証実験では市の広報誌にコンテン
ツを変えることで、音の課題に対応して
います。一方で、商店街の屋外やバス停な
どに設置するならば、音楽や観光向けコ
ンテンツが適している可能性もあります。
　牧田氏は、「デジタルサイネージの可能
性に対して、管理の煩わしさを回避する
手段として、実証実験のシステムは 90
点の出来栄えだと感じています。残り10

たため、現地まで足を運んで電源をオ
ン・オフする必要はなくなりますが、誰
かが毎日定刻に電源を遠隔操作する必
要は残ります。
　そこでもう1つのツールを組み合わせ
て、タイマーによる電源オン・オフを実現
しました。ここで採用したのがNECキャピ
タルソリューション株式会社の管理ツール
「PIT-PowerController for EMA 」（以
下 PIT-PowerController）です。PIT-
PowerControllerのタイマー機能を使っ
てインテル® EMAを制御することで、月
曜日から金曜日は9時にデジタルサイ
ネージの電源をオンにして、18時に電源
をオフにし、土曜日はオフの時間を12時
に、日曜日は起動しないといった遠隔管
理が自動的にできるようになったのです。
　Intel vPro® プラットフォームを核にし
ながら、3つのツールを組み合わせて実
現したのが今回のデジタルサイネージの
遠隔管理です。この仕組みを用いること
で、デジタルサイネージの管理に限らず
Intel vPro® プラットフォームを採用して
いればパソコンやATM、POS 端末など
多様なデバイスの遠隔管理が可能になり
ます。

　実証実験では、鯖江市中心部の商店街
にあるコミュニティー・スペース「らてん
ぽ」にDellの55型のマルチタッチ4Kモ

　課題を解決するにはどうしたらいいで
しょうか。これについて、1つの方策が見
つかりました。
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供すると効果的か、これからさまざまな
形で検証していく必要があります」と分
析します。
　コミュニティー・スペースなどにデジ
タルサイネージを設置してみて、運用上
の課題として浮かび上がってきたことも
あります。それが電源の管理です。デジタ
ルサイネージとして動作している小型パ
ソコンは、Intel vPro® プラットフォーム
の仕組みで遠隔管理ができるのですが、
そのためにはパソコンに電源が接続さ
れ、ネットワークが利用可能な状態にな
っている必要があります。今回の実証実
験期間中には施設の清掃や模様替えな

くれました。
　デジタルサイネージの取り組みが具体
的な話題になったのは2019年7月ごろ。
仕組みを整えて、11月には実証が始めら
れました。「数カ月で実際に動く姿を見せ
てもらいました。安心・便利・経済的な
仕組みができたことを踏まえると、我々も
コンテンツをどのように整備していくかに
より集中することができます」（牧田氏）。
　らてんぽでは学生団体の会合が開か

れることもあり、今後は大画面のマルチ
タッチ・ディスプレイとしてパソコンの
画面を表示したり、Intel Unite® ソリュ
ーションを併用してケーブルレスのディス
プレイとして使ったりすることも視野に
入れています。
　Intel vPro® プラットフォームと Dell
のパソコン、ディスプレイが、「ITのまち 
さばえ」のコンテンツ活用をまた一歩、先
に進めることにつながっていくようです。

　「10年以上も前から、現在のデジタル
サイネージのように多くの場所でさまざ
まな情報を手軽に見られるコンテンツの
デジタル配信が、市政の現場でもいずれ
一般的になるだろうと感じていました」。
こう語るのは、「めがねのまち さばえ」で
有名な鯖江市で政策経営部情報統計課 
情報政策監を務める牧田泰一氏です。デ
ジタルサイネージによるコンテンツの提

供は当時の国のデジタル化構想などでも
目にすることが多く、将来の姿として印
象に残っていたと言います。
　同じく10年以上前に鯖江市では、ITを
活用したコンテンツ提供の取り組みを
行ったことがありました。市の中心にあ
る西山公園を舞台に、掲出したQRコー
ドを当時の携帯電話機で読み取ること
で、ウェブサイトに記載した情報に誘導
するというものです。こうしたコンテンツ
提供の姿の先に、デジタルサイネージが
あることを直感していたのです。
　その後、市庁舎の入口に大型のディス
プレイを導入し、来庁者への情報提供を
開始。しかしそこで牧田氏が感じたのは、
利便性を上回る管理の大変さでした。
「機器が高額だったことだけでなく、毎日
の電源のオン・オフの作業の手間や、表
示させるデータをアップロードする操作
の難しさなどがあります。ディスプレイ
は現在も使ってはいますが、市内の多く
の場所で利用できるような段階にはない

と感じています」。
　デジタルサイネージの形で、市内の複
数拠点にディスプレイ装置を設置し、多
彩なコンテンツを掲出しようとすると、
運用の容易さが求められます。市役所は
人員的に余裕があるわけではありません
し、本格的な運用を始めたときには情報
統計課の手元を離れてそれぞれの担当
課の負担にならない平易な操作が必要
です。
　「複数のデジタルサイネージを商店街な
どに設置できれば、観光から住民への情
報提供まで多様な効果が得られる可能性
は高く感じています。まず解決すべき課
題は、遠隔地から容易にコントロールでき
ることでしょう。現地に赴かなくても電
源のオン・オフが可能で、必要に応じて
コンテンツを遠隔操作で更新できるよう
になれば、と考えていました」（牧田氏）。
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どの際に電源ケーブルが抜かれ、再度接
続されないままになってしまい、遠隔管
理ができない状況が発生しました。
　「遠隔管理できるといっても、電源が
抜かれていては対応できません。いろん
な人が触れる可能性がある街ナカのデ
ジタルサイネージでは、電源ケーブルの
抜き差しといったところから考えなけれ
ばならない。そんな運用上のヒントをも
らったと考えています」と牧田氏は話して

ニター「C5518QT」を、河和田地区の古
民家を改修した地域情報発信拠点
「COTOBA」にDellの43型マルチクラ
イアント4Kモニター「P4317Q」を設置し
ました。いずれもIntel vPro® プラットフ
ォームを搭載したDellの小型パソコン
「OptiPlex 7070」がセットになったもの
で、デジタルサイネージとしてコンテンツ
を表示させることができます。インテル® 
EMA とPIT-PowerControllerによる制
御で遠隔管理の電源オン・オフやコンテ
ンツの更新作業ができ、ほとんど作業の
負荷をかけずにデジタルサイネージの管
理を実現できることが確認できました。
　デジタルサイネージで発信するコンテ
ンツとしては、2種類を用意しました。1
つが、眼鏡や漆器などの産業や、四季の
移ろいや西山動物園のレッサーパンダと

いった鯖江市の見どころ紹介、鯖江の歌
などを集めた動画コンテンツ。もう1つが
市の広報誌を静止画でページをめくりな
がら紹介するコンテンツです。
　らてんぽではコミュニティー・スペー
ス内にデジタルサイネージを置いている
ことから、歌などの音楽が流れるコンテ
ンツを繰り返し再生すると邪魔に感じら
れるケースがあることも分かってきまし
た。実証実験では市の広報誌にコンテン
ツを変えることで、音の課題に対応して
います。一方で、商店街の屋外やバス停な
どに設置するならば、音楽や観光向けコ
ンテンツが適している可能性もあります。
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性に対して、管理の煩わしさを回避する
手段として、実証実験のシステムは 90
点の出来栄えだと感じています。残り10

たため、現地まで足を運んで電源をオ
ン・オフする必要はなくなりますが、誰
かが毎日定刻に電源を遠隔操作する必
要は残ります。
　そこでもう1つのツールを組み合わせ
て、タイマーによる電源オン・オフを実現
しました。ここで採用したのがNECキャピ
タルソリューション株式会社の管理ツール
「PIT-PowerController for EMA 」（以
下 PIT-PowerController）です。PIT-
PowerControllerのタイマー機能を使っ
てインテル® EMAを制御することで、月
曜日から金曜日は9時にデジタルサイ
ネージの電源をオンにして、18時に電源
をオフにし、土曜日はオフの時間を12時
に、日曜日は起動しないといった遠隔管
理が自動的にできるようになったのです。
　Intel vPro® プラットフォームを核にし
ながら、3つのツールを組み合わせて実
現したのが今回のデジタルサイネージの
遠隔管理です。この仕組みを用いること
で、デジタルサイネージの管理に限らず
Intel vPro® プラットフォームを採用して
いればパソコンやATM、POS 端末など
多様なデバイスの遠隔管理が可能になり
ます。

　実証実験では、鯖江市中心部の商店街
にあるコミュニティー・スペース「らてん
ぽ」にDellの55型のマルチタッチ4Kモ

　課題を解決するにはどうしたらいいで
しょうか。これについて、1つの方策が見
つかりました。
　これまでに鯖江市の情報統計課では、
インテルの企業向けパソコンの運用管理
技術である「Intel vPro® プラットフォー
ム」と会議室テクノロジー「Intel Unite® 
ソリューション」を活用した、部課内ペー
パーレス会議の取り組みを行ってきまし
た。Dellの55インチ大型ディスプレイを
利用し、無線LAN経由でディスプレイに
パソコン画面を表示させることで、資料
を印刷せずに打ち合わせができるもの
です。
　ペーパーレス会議の取り組みで導入し
た Intel vPro® プラットフォームには、運
用管理技術として遠隔のパソコンの運用
管理やサポートを実現する「インテル ® 
アクティブ・マネジメント・テクノロジー
（インテル ® AMT）」が含まれています。
インテル® AMTを使うと、パソコンのオ
ン・オフやリモート操作などが可能にな
るのです。この機能を活用すれば、商店
街などに設置したデジタルサイネージを
市役所から適切に制御できるのではな
いか、そうした発想が生まれました。
　牧田氏はペーパーレス会議などのソ
リューションでも連携してきたインテル
とDellに相談し、デジタルサイネージの
実証実験を行うことにしました。こうして
2019年10月に機材を用意し、11月から
実証実験をスタート。牧田氏がデジタル
サイネージ導入に向けて課題と感じてい
た、電源のオン・オフとコンテンツの更
新の手間を、最新技術の導入でどの程度
まで省けるかを検証するものです。

　市役所から商店街など外部に設置し
たデジタルサイネージの遠隔管理を実現
するのは、インテルの最新技術を使って
も実はそう簡単なことではありませんで
した。
　インテル® AMTは、電源が落ちている
Intel vPro® プラットフォーム搭載パソ

コンを起動するなどの遠隔管理が可能
です。しかしこれは企業や団体など組織
内のコンピューター・ネットワーク上に
存在し、使用中の IPアドレスを確認する
ことができるパソコンに対してのみ利用
可能でした。一方で、組織外のインター
ネットに接続されていて、使用中のIP ア
ドレスを確認することが難しいパソコン
に対しては適用できないという課題があ
りました。
　そうしたインターネット経由の遠隔管理
を実現するためのツールとして、インテル
は 2019 年11月に「インテル® エンドポ
イント・マネジメント・アシスタント（イ
ンテル ® EMA）」をリリースしました。ク
ラウドベースのシステムで、ファイアウォ
ールの外にあるデバイスの管理を可能に
するものです。インテル® EMA を使うこ
とで、管理対象となるパソコンは電源が
落ちている状態でも一定時間ごとに使用
中の IP アドレスを使って管理サーバーに
アクセスし、インテル® AMTの仕組みを
使った遠隔管理を可能にします。
　クラウドベースのシステムゆえ、管理者
がどこにいてもウェブブラウザーを利用
できれば、遠隔地にあるパソコンの状態
の確認、電源のオン・オフ、コンテンツの
投入などが可能です。一方、インテル ® 
EMAには曜日や祝祭日などのカレンダー
に基づいて、パソコンの起動時間やシャッ
トダウン時間を細かく制御できるスケ
ジューラー機能が実装されていなかっ

点は我々がコンテンツをどのように整備
していくかです。多くのデジタルサイネー
ジを商店街に配置することが現実のこと
となったとき、どのようなコンテンツを提
供すると効果的か、これからさまざまな
形で検証していく必要があります」と分
析します。
　コミュニティー・スペースなどにデジ
タルサイネージを設置してみて、運用上
の課題として浮かび上がってきたことも
あります。それが電源の管理です。デジタ
ルサイネージとして動作している小型パ
ソコンは、Intel vPro® プラットフォーム
の仕組みで遠隔管理ができるのですが、
そのためにはパソコンに電源が接続さ
れ、ネットワークが利用可能な状態にな
っている必要があります。今回の実証実
験期間中には施設の清掃や模様替えな

くれました。
　デジタルサイネージの取り組みが具体
的な話題になったのは2019年7月ごろ。
仕組みを整えて、11月には実証が始めら
れました。「数カ月で実際に動く姿を見せ
てもらいました。安心・便利・経済的な
仕組みができたことを踏まえると、我々も
コンテンツをどのように整備していくかに
より集中することができます」（牧田氏）。
　らてんぽでは学生団体の会合が開か

れることもあり、今後は大画面のマルチ
タッチ・ディスプレイとしてパソコンの
画面を表示したり、Intel Unite® ソリュ
ーションを併用してケーブルレスのディス
プレイとして使ったりすることも視野に
入れています。
　Intel vPro® プラットフォームと Dell
のパソコン、ディスプレイが、「ITのまち 
さばえ」のコンテンツ活用をまた一歩、先
に進めることにつながっていくようです。

　「10年以上も前から、現在のデジタル
サイネージのように多くの場所でさまざ
まな情報を手軽に見られるコンテンツの
デジタル配信が、市政の現場でもいずれ
一般的になるだろうと感じていました」。
こう語るのは、「めがねのまち さばえ」で
有名な鯖江市で政策経営部情報統計課 
情報政策監を務める牧田泰一氏です。デ
ジタルサイネージによるコンテンツの提

供は当時の国のデジタル化構想などでも
目にすることが多く、将来の姿として印
象に残っていたと言います。
　同じく10年以上前に鯖江市では、ITを
活用したコンテンツ提供の取り組みを
行ったことがありました。市の中心にあ
る西山公園を舞台に、掲出したQRコー
ドを当時の携帯電話機で読み取ること
で、ウェブサイトに記載した情報に誘導
するというものです。こうしたコンテンツ
提供の姿の先に、デジタルサイネージが
あることを直感していたのです。
　その後、市庁舎の入口に大型のディス
プレイを導入し、来庁者への情報提供を
開始。しかしそこで牧田氏が感じたのは、
利便性を上回る管理の大変さでした。
「機器が高額だったことだけでなく、毎日
の電源のオン・オフの作業の手間や、表
示させるデータをアップロードする操作
の難しさなどがあります。ディスプレイ
は現在も使ってはいますが、市内の多く
の場所で利用できるような段階にはない

と感じています」。
　デジタルサイネージの形で、市内の複
数拠点にディスプレイ装置を設置し、多
彩なコンテンツを掲出しようとすると、
運用の容易さが求められます。市役所は
人員的に余裕があるわけではありません
し、本格的な運用を始めたときには情報
統計課の手元を離れてそれぞれの担当
課の負担にならない平易な操作が必要
です。
　「複数のデジタルサイネージを商店街な
どに設置できれば、観光から住民への情
報提供まで多様な効果が得られる可能性
は高く感じています。まず解決すべき課
題は、遠隔地から容易にコントロールでき
ることでしょう。現地に赴かなくても電
源のオン・オフが可能で、必要に応じて
コンテンツを遠隔操作で更新できるよう
になれば、と考えていました」（牧田氏）。
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